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一　

は
じ
め
に　

―
杜
甫
の
「
春
望
」
詩
と
「
憶
弟
二
首
其
二
」
詩
―

周
知
の
名
句
「
国
破
れ
て
山
河
在
り
~
」
で
始
ま
る
杜
甫
「
春
望
」
詩
の
諸
解
釈
に
つ
い
て
は
、『
校
注
唐
詩
解
釈
辞
典（
１
）』
に
手
際
よ

く
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
近
年
で
は
後
藤
秋
正
『「
春
望
」
の
系
譜
』
所
収
「
杜
甫
『
春
望
』
の
頷
聯
に
つ
い
て（

２
）」
が
関
連
資
料
を
く
ま
な

く
整
理
検
討
す
る
。
管
見
に
入
っ
た
論
著
は
一
部
に
過
ぎ
な
い
が
、
先
達
の
研
究
に
感
謝
し
た
い
。
そ
の
上
で
、
筆
者
は
「
春
望
」
詩

に
用
い
ら
れ
る
「
花
・
鳥
」
の
表
象
に
つ
い
て
素
朴
な
疑
問
が
湧
い
た
が
、
筆
者
の
調
査
不
足
も
あ
り
、
従
来
の
参
考
書
に
は
納
得
で

き
る
明
白
な
説
明
を
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

小
稿
は
、
杜
甫
「
春
望
」
詩
に
お
け
る
「
花
」「
鳥
」
の
表
象
に
つ
い
て
、
数
多
い
先
行
研
究
調
査
や
確
た
る
証
拠
も
不
十
分
な
ま
ま

に
、
筆
者
が
想
像
に
任
せ
て
自
問
自
答
を
試
み
た
仮
答
案
で
あ
る
。
赤
恥
を
覚
悟
の
上
で
、
私
考
の
大
意
を
予
め
述
べ
れ
ば
、

従
来
の
解
釈
は
概
ね
「
春
望
」
詩
を
単
独
詩
篇
と
し
て
捉
え
、
杜
甫
の
他
詩
と
関
連
し
た
考
察
が
乏
し
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に

対
し
、
小
稿
は
「
春
望
」
詩
に
つ
い
て
、
安
禄
山
の
乱
後
に
洛
陽
・
長
安
を
脱
出
し
て
天
下
を
流
浪
し
た
杜
甫
の
、
青
年
時
の
一

族
団
欒
の
歓
楽
の
記
憶
や
過
酷
な
家
族
別
離
と
天
下
流
浪
の
現
実
、
更
に
は
強
烈
な
望
郷
と
帰
郷
の
悲
願
等
が
凝
縮
し
た
「
憶
弟

二
首
其
二
」
等
の
関
連
す
る
作
品
群
の
一
環
と
し
て
捉
え
直
し
た
い
。
即
ち
「
春
望
」
詩
の
「
花
」「
鳥
」
に
は
、
過
酷
な
現
実
描

写
の
裏
に
、
立
証
資
料
は
乏
し
い
も
の
の
、「
憶
弟
二
首
其
二
」
詩
等
、
曾
て
洛
陽
の
陸
渾
荘
に
於
い
て
楊
氏
と
賑
々
し
く
華
燭
の

典
を
挙
げ
た
三
十
歳
の
杜
甫
の
歓
楽
の
青
春
の
記
憶
が
色
濃
く
投
影
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
故
に
「
春
望
」
詩
の
解
釈
に
当
た
っ

竹　

村　

則　

行

杜
甫
詩
の
「
花
」
と
「
鳥
」
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て
は
、
こ
れ
ら
の
関
連
詩
に
描
か
れ
た
背
景
を
併
せ
考
慮
し
て
総
合
的
に
解
釈
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

具
体
的
に
は
、
筆
者
は
「
春
望
」
詩
（
〇
一
四
八
（
３
））
の
「
感
時
花0

濺
涙　

恨
別
鳥0

驚
心
」
句
に
つ
い
て
、
そ
の
二
年
後
に
詠
ま
れ
、
複

数
の
詩
語
が
共
通
す
る
「
憶
弟
二
首
其
二
」
詩
（
〇
二
四
九
）
の
「
故
園
花0

自
発　

春0

日
鳥0

還
飛
」
句
と
の
関
連
に
つ
い
て
比
較
分
析
し
、

更
に
杜
甫
詩
に
お
け
る
「
別
れ
」「
故
園
」「
帰
郷
」
等
の
関
連
詩
語
も
踏
ま
え
、「
春
望
」
詩
の
再
検
討
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
作
詩

時
期
は
「
春
望
」
が
二
年
早
い
も
の
の
、「
春
望
」
に
描
か
れ
た
「
花
」
と
「
鳥
」
の
形
象
は
、
杜
甫
が
戦
乱
で
消
息
不
明
と
な
っ
た
実

弟
杜
穎
を
思
っ
て
詠
ん
だ
「
憶
弟
二
首
其
二
」
に
描
か
れ
た
そ
れ
と
同
様
の
対
象
を
描
写
す
る
と
判
断
す
る
に
至
っ
た
。

「
春
望
」
詩
に
つ
い
て
は
中
国
を
含
め
て
無
数
の
先
行
研
究
や
訳
注
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
明
確
に
分
析
し
た
論
文
等
は

管
見
に
入
ら
な
い
。
多
く
見
る
の
は
「
平
時
な
ら
ば
楽
し
い
は
ず
の
花
や
鳥
が
、
戦
時
の
今
は
悲
し
み
の
象
徴
と
し
て
~
」
と
す
る
、

宋
・
司
馬
光
説
に
沿
っ
た
解
釈
（
後
述
）
だ
が
、
筆
者
は
こ
の
方
向
の
解
釈
に
馴
染
め
な
い
。
無
論
“
平
時
の
花
や
鳥
は
歓
楽
の
対
象
で

あ
る
が
、
戦
時
の
そ
れ
は
悲
涙
慨
嘆
の
対
象
で
あ
る
”
と
い
う
解
釈
は
納
得
で
き
る
が
、
こ
の
よ
う
な
平
穏
な
解
釈
で
は
杜
甫
の
辛
苦

が
読
者
に
直
に
伝
わ
ら
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、「
春
望
」
の
「
花
・
鳥
」
に
は
当
時
戦
乱
で
家
族
と
の
別
離
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
杜

甫
の
望
郷
と
帰
郷
、
別
離
と
再
会
の
思
念
が
強
く
込
め
ら
れ
て
い
る
方
向
で
解
釈
し
た
方
が
、
就
職
の
失
敗
と
家
族
の
離
散
、
杜
家
の

復
興
と
天
下
放
浪
に
苦
悩
す
る
“
家
長
”
杜
甫
の
心
情
に
よ
り
肉
薄
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
「
七
十
に
し
て
心
の
欲
す

る
所
に
従
い（

４
）」、
専
門
家
な
ら
ぬ
一
愛
読
者
と
し
て
本
稿
を
起
草
し
、
日
中
の
杜
甫
詩
研
究
の
先
達
に
供
す
る
こ
と
に
し
た
。

ま
ず
、
両
詩
を
巡
る
種
々
の
問
題
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
詩
題
の
「
春
望
」
は
草
木
生
い
茂
る
長
安
の
晩
春
の
眺
望
の
意
で
あ
り
、

詩
中
に
花
と
鳥
に
触
発
さ
れ
た
杜
甫
の
心
情
を
詠
み
込
む
。「
花
」「
鳥
」
は
、
こ
の
詩
を
見
る
限
り
長
安
の
春
景
を
彩
る
点
景
で
あ
る

が
、
杜
甫
の
関
心
は
眼
前
の
春
景
を
時
間
的
空
間
的
に
突
き
抜
け
、
曽
て
三
十
歳
（
一
説
）
の
春
、
洛
陽
の
陸
渾
荘
に
お
い
て
自
身
の
婚

姻
が
挙
行
さ
れ
、
一
族
が
楽
し
く
団
欒
し
た
記
憶
と
、
そ
の
後
の
戦
乱
で
家
族
が
離
散
し
、
消
息
不
明
と
な
っ
た
悲
痛
の
現
実
に
向
け

ら
れ
て
い
た
と
推
察
す
る
。
第
四
句
の
「
恨
別
」
が
こ
の
詩
の
眼
目
で
あ
る
。
次
に
「
春
望
」
詩
に
続
い
て
確
認
事
項
を
検
討
す
る
。

國
破
山
河
在　

城
春
草
木
深 

　

国
破
れ
て
山
河
在
り　

城
春
に
し
て
草
木
深
し

感
時
花
濺
涙　

恨
別
鳥
驚
心 

　

時
に
感
じ
て
は
花
に
も
涙
を
濺そ
そ

ぎ　

別
れ
を
恨
ん
で
は
鳥
に
も
心
を
驚
か
す

烽
火
連
三
月　

家
書
抵
萬
金 

　

烽
火　

三
月
に
連
な
り　

家
書　

万
金
に
抵あ

た
る

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
二
号
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白
頭
搔
更
短　

渾
欲
不
勝
簪 

　

白
頭　

掻
け
ば
更
に
短
く　

渾す

べ
て
簪
に
勝た

へ
ざ
ら
ん
と
欲
す

① 
作
詩
年
は
至
徳
二
載
（
七
五
七
）
晩
春
三
月
、
杜
甫
四
十
六
歳
。
場
所
は
長
安
、
時
に
安
禄
山
乱
の
渦
中
、
杜
甫
は
賊
軍
に
捉
え
ら

れ
て
長
安
に
拘
束
さ
れ
て
い
た
。
幸
い
拘
束
は
緩
く
、
後
に
杜
甫
は
脱
出
に
成
功
す
る
。

② 

杜
甫
は
家
族
を
事
前
に
長
安
の
北
約
百
五
十
㎞
に
あ
る
鄜ふ

州
に
疎
開
さ
せ
て
い
た
。
戦
乱
（「
烽
火
」）
の
た
め
に
、
杜
甫
と
家
族
は

当
時
別
離
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。

③ 

「
家
書
」
は
家
人
（
楊
夫
人
）
か
ら
の
書
簡
を
い
う
。
弘
農
華
陰
の
名
族
楊
氏
の
出
身
で
あ
る
楊
夫
人
は
、
遠
距
離
の
夫
に
手
紙
を

認し
た
ため
る
教
養
が
あ
っ
た
。
杜
甫
に
は
別
に
「
得
家
書
」
詩
（
同
年
七
五
七
年
作
。
〇
一
七
〇
）
が
あ
る
。「
月
夜
」（
七
五
六
年
作
。
〇
一
四

一
）・「
江
村
」（
七
六
〇
年
作
。
〇
四
〇
一
）・「
一
百
五
日
夜
対
月
」（
〇
一
五
二
）・「
憶
幼
子
」（
〇
一
五
一
）・「
遣
興
」（
〇
一
五
三
）
等
の

諸
詩
に
、
楊
夫
人
や
子
供
の
姿
を
愛
情
深
く
描
く
。
周
知
の
よ
う
に
、
杜
甫
の
死
後
、
次
男
杜
宗
武
の
子
（
杜
甫
の
孫
）
杜
嗣
業
か

ら
墓
誌
銘
の
撰
文
依
頼
を
受
け
た
元
稹
に
「
唐
故
工
部
員
外
郎
杜
君
墓
係
銘
」
が
あ
り
、
中
に
「
夫
人
は
弘
農
楊
氏
の
女む
す
め、
父
は

司
農
少
卿
楊
怡
、
四
十
九
年
に
し
て
終
わ
る
。」
と
あ
る（

５
）（

一
説
に
、
楊
夫
人
は
大
暦
二
年
（
七
六
七
）、
夔
州
（
四
川
）
で
没
し
た
）。
終
句
“
白

髪
が
簪
も
挿
せ
な
い
ほ
ど
短
く
な
っ
た
”
と
い
う
「
人
を
驚
か
す（

６
）」

表
現
は
、
表
面
上
は
困
難
な
時
勢
が
杜
甫
の
頭
髪
に
与
え
た

ダ
メ
ー
ジ
を
述
べ
る
が
、
そ
れ
で
は
描
写
が
陳
腐
で
杜
甫
ら
し
く
な
い
。
筆
者
は
、
こ
の
二
句
は
杜
甫
が
一
族
再
興
の
夢
を
託
し

た
任
官
（
髪
に
簪
を
挿
す
）
の
失
敗
談
を
底
意
に
含
む
自
虐
表
現
と
解
す
る
。
国
家
の
繁
栄
に
貢
献
し
、
杜
家
の
復
興
を
目
指
す
杜
甫

の
熱
意
は
伝
存
す
る
杜
甫
詩
文
の
到
る
所
に
見
ら
れ
る
が
、
科
挙
受
験
に
失
敗
し（

７
）、

合
格
に
よ
る
正
規
の
出
世
ル
ー
ト
に
乗
れ
な

か
っ
た
杜
甫
が
や
む
な
く
就
い
た
の
は
、
現
地
有
力
者
の
推
薦
に
よ
る
臨
時
職
が
主
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
さ
え
、
プ
ラ
イ

ド
が
高
い
杜
甫
は
屢
々
辞
退
す
る
。「
春
望
」
の
表
現
に
つ
い
て
も
、
安
禄
山
乱
の
渦
中
に
あ
っ
て
、
杜
甫
の
就
職
活
動
は
思
わ
し

く
な
く
、
ま
だ
高
齢
で
も
な
い
四
十
六
歳
の
杜
甫
が
近
年
頓
に
薄
く
な
っ
た
白
髪
を
掻
き
つ
つ
、“
こ
れ
じ
ゃ
わ
し
は
役
人
に
な
っ

て
も
簪
も
挿
せ
な
い
わ
い
。”
と
嘯う
そ
ぶく

様
子
が
眼
に
浮
か
ぶ
。
杜
甫
の
白
髪
短
髪
が
急
に
増
え
た
の
は
無
論
逼
迫
し
た
時
局
に
よ
る

も
の
も
あ
ろ
う
が
、
直
接
に
は
任
官
（
就
職
）
の
失
敗
に
あ
る
と
筆
者
は
察
す
る
（
杜
甫
は
直
後
の
五
月
、
鳳
翔
に
蒙
塵
し
た
肅
宗
の
下
で
晴

れ
て
左
拾
遺
に
任
官
し
た
。
果
た
し
て
簪
は
短
小
に
な
っ
た
白
髪
に
無
事
挿
せ
た
だ
ろ
う
か
）。

続
い
て
「
憶
弟
二
首
其
二
」（
〇
二
四
九
）
詩
に
つ
い
て
、
前
「
春
望
」
詩
に
準
じ
て
要
点
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

杜
甫
詩
の
「
花
」
と
「
鳥
」
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且
喜
河
南
定　

不
問
鄴
城
圍 

　

且か

つ
喜
ぶ　

河
南
定
ま
れ
る
を　
　

鄴
城
の
囲
ま
る
る
は
問
は
ず

百
戰
今
誰
在　

三
年
望
汝
歸 

　

百
戦　

今
は
誰
か
在
る　
　

三
年　

汝
の
帰
る
を
望
む
な
り

故
園
花
自
發　

春
日
鳥
還
飛 

　

故
園

0

0　

花0

は
自
お
の
ず
から

発さ

き　
　

 

春
日

0

0　

鳥0

は
還な

ほ
飛
ぶ

斷
絶
人
煙
久　

東
西
消
息
稀 

　

人
煙　

断
絶
し
て
久
し
く　
　

東
西　

消
息
稀
な
り

① 

こ
の
詩
は
乾
元
二
年
（
七
五
九
）、
即
ち
「
春
望
」
よ
り
二
年
後
、
杜
甫
四
十
八
歳
の
春
、
洛
陽
の
別
荘
陸
渾
荘
に
於
い
て
詠
ん
だ
。

原
注
に
「
時
に
帰
り
て
河
南
の
陸
渾
荘
に
在
り
」
と
あ
る
。
陸
渾
荘
は
十
八
年
前
、
天
下
「
壮
遊
」（
〇
九
五
五
）
を
終
え
た
三
十
歳

の
杜
甫
が
「
三
十
に
し
て
立
ち（

８
）」、

楊
氏
と
の
婚
姻
を
機
に
新
築
し
た
杜
家
一
族
の
団
欒
の
拠
点
で
あ
っ
た
（「
土
室
」（
〇
〇  

三
三
）

「
土
婁
旧
荘
」（
一
二
〇
五
）
と
記
す
る
所
か
ら
、
新
居
の
陸
渾
荘
は
当
地
に
多
い
窰ヤ
オ

洞ド
ン

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
）。
間
も
な
く
杜
甫
が
生
涯
不
帰
の
旅
に

出
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
杜
甫
は
旅
立
ち
の
直
前
、
洛
陽
居
住
の
関
係
で
当
時
既
に
無
人
と
な
っ
て
い
た
思
い
出
深
い
別
荘
陸
渾

荘
に
別
れ
を
告
げ
に
来
た
も
の
か
と
推
察
す
る
。

② 

「
弟
」
は
当
時
山
東
臨
邑
県
の
主
簿
の
任
に
あ
っ
た
杜
穎
で
あ
る
。
彼
は
杜
甫
の
四
弟
の
中
で
最
も
杜
甫
に
年
齢
が
近
い
す
ぐ
下
の

弟
で
あ
る
。「
安
史
の
乱
に
よ
っ
て
兄
弟
が
離
散
す
る
ま
で
、
兄
弟
た
ち
は
杜
甫
の
家
郷
で
あ
る
洛
陽
東
郊
の
偃
師
の
荘
園
（
陸
渾

荘
）
を
本
拠
に
暮
ら
し
て
い
た（

９
）」。「

断
絶
人
煙
久
」（
=
「
人
煙
断
絶
久
」）
と
あ
る
の
で
、
陸
渾
荘
は
杜
甫
の
洛
陽
転
居
と
共
に
間
も

な
く
無
人
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
洛
陽
に
居
住
す
る
杜
甫
は
、
乾
元
二
年
（
七
五
九
）、
父
祖
の
地
た
る
洛
陽
を
後
に
し
て
、
不

帰
の
旅
に
出
る
直
前
に
陸
渾
荘
を
訪
問
し
て
い
る
。「
三
年
」
は
、
安
禄
山
乱
の
混
乱
で
実
弟
杜
穎
が
消
息
不
明
に
な
っ
て
以
後
を

い
う
。
杜
穎
は
後
に
山
東
へ
避
難
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。「
故
園
」
は
陸
渾
荘
を
指
す
。
杜
甫
が
山
東
の
杜
穎
に
対
し
て
、“
我
々

杜
一
家
の
懐
か
し
い
陸
渾
荘
は
今
も
変
わ
ら
ず
春
に
は
美
し
い
花
が
咲
き
、
空
に
は
春
の
鳥
が
飛
ん
で
い
る
よ
（
早
く
一
族
が
再
会
し

て
昔
の
よ
う
に
団
欒
し
た
い
も
の
だ
）”
と
呼
び
か
け
る
構
図
で
あ
る
。「
東
西
」
は
山
東
の
杜
穎
、
洛
陽
の
杜
甫
を
指
す
。
今
か
ら
十
八

年
前
、
三
十
歳
の
杜
甫
は
一
族
の
期
待
を
一
身
に
背
負
っ
て
名
族
弘
農
出
身
の
楊
氏
と
華
燭
の
典
を
挙
げ
、
洛
陽
東
郊（
（1
（

に
別
荘
を

新
築
し
た
。
こ
の
詩
の
後
半
は
、
曽
て
陸
渾
荘
に
お
い
て
、
一
族
挙
げ
て
賑
賑
し
く
祝
宴
を
挙
げ
た
こ
と
を
回
想
す
る
。
こ
の
聯

の
大
意
:“
懐
か
し
い
故
郷
の
陸
渾
荘
は
昔
と
変
わ
ら
ず
春
に
は
花
が
咲
き
、
空
に
は
鳥
が
飛
ん
で
い
る
が
、
今
は
住
む
人
も
な

く
、
炊
煙
は
久
し
く
上
が
ら
ず
、
山
東
の
弟
か
ら
の
便
り
も
無
い
”。
こ
の
詩
に
於
い
て
杜
甫
は
、
消
息
が
絶
え
て
三
年
に
な
る
す
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ぐ
下
の
弟
杜
穎
の
早
期
の
帰
郷
と
再
会
を
渇
望
す
る
。

③ 
家
長
た
る
杜
甫
の
親
族
へ
の
思
い
は
篤
く
、
安
禄
山
乱
に
よ
っ
て
別
離
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
親
族
（
特
に
頴
・
観
・
豊
の
三
人
の
弟
。
末

弟
の
杜
占
は
杜
甫
に
同
行
し
た
）
の
安
否
を
案
じ
る
詩
を
数
多
く
残
す
。
七
五
九
年
、
杜
甫
が
洛
陽
で
親
族
に
別
れ
を
告
げ
（「
恨
別
」
〇

四
二
〇
。
第
五
章
参
照
）、
陝
西
~
甘
粛
~
四
川
~
湖
北
~
湖
南
の
各
地
を
流
浪
し
つ
つ
、
故
郷
の
長
安
・
洛
陽
で
の
歓
楽
の
青
春
の

日
々
を
回
想
す
る
心
情
と
、
内
乱
で
別
離
し
た
親
族
と
早
く
再
会
し
た
い
と
願
う
心
情
は
表
裏
一
体
で
あ
る
。

④ 

「
春
望
」
は
七
五
七
年
晩
春
の
長
安
に
お
い
て
、
ま
た
「
憶
弟
二
首
其
二
」
は
二
年
後
の
七
五
九
年
初
春
に
洛
陽
に
お
い
て
詠
ま
れ

た
。
こ
の
間
、
長
安
・
洛
陽
の
平
和
が
賊
軍
に
撹
乱
さ
れ
た
事
と
、
家
族
親
族
と
の
別
離
と
い
う
苦
難
に
遭
遇
し
た
杜
甫
が
洛
陽

を
後
に
し
て
帰
ら
ぬ
旅
に
出
た
事
と
は
連
続
す
る
一
連
の
事
態
で
あ
る
（
後
述
第
四
~
六
章
）。
両
篇
と
も
杜
甫
は
、
親
族
（
妻
子
・
舍

弟
）
と
別
離
状
態
で
あ
っ
た
（
四
弟
の
杜
占
は
杜
甫
に
随
行
）。
以
上
か
ら
、
筆
者
は
こ
れ
ら
の
資
料
を
総
合
し
て
、「
春
望
」
の
解
釈
に

お
い
て
は
、「
憶
弟
二
首
其
二
」
詩
、
及
び
そ
の
他
関
連
記
述
の
内
容
を
斟
酌
す
る
事
は
有
効
且
つ
重
要
で
あ
る
と
認
識
す
る
。

二　

司
馬
光
「
温
公
詩
話（
（1
（

」
に
つ
い
て

「
春
望
」
詩
の
「
花
」「
鳥
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、
北
宋
の
碩
儒
司
馬
光
（
一
〇
一
九－

一
〇
八
六
）「
温
公
詩
話
」
の
影
響
は
大
き
い
。
森

槐
南
『
杜
詩
講
義
』
上
巻（
（1
（

は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

此
の
春
望
の
詩
は
是
は
ま
あ
非
常
に
有
名
な
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
杜
詩
の
例
を
挙
げ
て
申
し
ま
す
る
場
合
に
は
第
一
に
指
を

屈
せ
ら
れ
ま
す
詩
で
ご
ざ
い
ま
す
、
尤
も
之
を
重
も
に
唱
道
致
し
ま
し
た
の
は
欧
陽
永
叔
の
六
一
詩
話
、
又
続
い
て
司
馬
温
公
の

続
詩
話（
（1
（

、
此
様
な
人
が
当
時
の
事
を
申
し
ま
す
る
場
合
に
必
ず
之
を
引
き
ま
し
て
︙

以
下
「
温
公
詩
話
」
か
ら
該
当
部
分
を
引
用
し
て
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
。

古
人
為
詩
、
貴
於
意
在
言
外
、
使
人
思
而
得
之
。
故
言
之
者
無
罪
、
聞
之
者
足
以
戒
也
。
近
世
詩
人
唯
杜
子
美
最
得
詩
人
之
體
。

如
「
國
破
山
河
在
、
城
春
草
木
深
。
感
時
花
濺
涙
、
恨
別
鳥
驚
心
」、「
山
河
在
」
明
無
餘
物
矣
、「
草
木
深
」
明
無
人
矣
。
花
鳥
平

時
可
娯
之
物
、
見
之
而
泣
、
聞
之
而
悲
、
則
時
可
知
矣
。（
後
略
）（
古
人
詩
を
為つ
く

る
は
、
意
の
言
外
に
在
り
、
人
を
し
て
思
ひ
て
之
を
得
し
む
る
を

杜
甫
詩
の
「
花
」
と
「
鳥
」
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貴
ぶ
。
故
に
之
を
言
ふ
者
は
罪
無
く
、
之
を
聞
く
者
は
以
て
戒
む
に
足
る
な
り
。
近
世
の
詩
人
は
唯
だ
杜
子
美
（
甫
）
の
み
最
も
詩
人
の
体
を
得
た
り
。「
国
破

れ
て
山
河
在
り
、
城
春
に
し
て
草
木
深
し
。
時
に
感
じ
て
は
花
に
も
涙
を
濺
ぎ
、
別
れ
を
恨
ん
で
は
鳥
に
も
心
を
驚
か
す
」
の
如
き
、「
山
河
在
り
」
は
余
物
無

き
を
明
ら
か
に
し
、「
草
木
深
し
」
は
人
無
き
を
明
ら
か
に
す
。
花
鳥
は
平
時
は
娯た
の

し
む
べ
き
物
な
れ
ど
、
之
を
見
て
泣
き
、
之
を
聞
き
て
悲
し
む
は
、
則
ち
時

を
知
る
べ
き
な
り
。（
後
略
））

こ
こ
で
司
馬
光
は
、“
詩
作
に
は
言
外
の
意
を
読
者
に
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
だ
”
と
し
て
、
杜
甫
の
「
春
望
」
詩
を
挙
げ
、“「
国

破
山
河
在
」
は
余
計
な
表
現
が
無
く
、「
城
春
草
木
深
」
は
人
為
の
跡
が
無
い
。
花
や
鳥
は
平
時
は
見
た
り
聞
い
た
り
し
て
楽
し
む
物
だ

が
、（
詩
中
で
作
者
が
）
花
を
見
て
涙
を
流
し
、
鳥
の
声
を
聞
い
て
悲
し
む
の
は
、（
読
者
は
そ
こ
に
安
禄
山
乱
の
渦
中
と
い
う
）
時
勢
を
読
み
取
る

べ
き
で
あ
る
”
と
述
べ
る
。

『
資
治
通
鑑
』
の
著
者
で
あ
り
、
北
宋
の
代
表
的
な
文
人
学
者
司
馬
光
の
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
杜
甫
詩
の
注
釈
書
集
成
と
し
て
定
評

の
あ
る
清
・
仇
兆
鰲
の
『
杜
詩
詳
註
』
に
も
引
用
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
解
説
書
・
注
釈
書
が
踏
襲
し
て
き
た
。
固も
と

よ
り
芸
術
作

品
は
他
者
が
一
律
の
鑑
賞
を
強
制
す
べ
き
で
は
な
く
、
大
学
者
も
市
井
の
凡
人
も
各
読
者
の
鑑
賞
の
仕
方
は
多
様
で
あ
っ
て
良
い
。
さ

り
な
が
ら
、
作
品
の
背
景
を
考
慮
し
、
作
者
の
思
い
に
寄
り
添
う
と
い
う
鑑
賞
の
根
本
に
立
ち
返
っ
て
、
司
馬
光
と
「
温
公
詩
話
」
の

説
を
読
み
返
せ
ば
、
筆
者
は
司
馬
光
説
の
大
意
は
理
解
で
き
る
も
の
の
、
以
下
の
数
点
に
お
い
て
腑
に
落
ち
な
い
部
分
が
残
る
。

（
一
）「
花
鳥
は
平
時
は
娯た
の

し
む
べ
き
物
な
の
に
」
と
い
う
提
示
は
、
こ
の
場
に
必
要
で
相
応
し
い
設
定
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
一
般
に
は

“
花
や
鳥
は
平
常
な
ら
ば
美
し
く
咲
く
花
を
見
た
り
、
楽
し
く
囀
る
鳥
の
声
を
聞
い
た
り
”
し
て
娯た
の

し
む
の
が
通
例
で
あ
ろ
う
が
、
安
禄

山
乱
の
渦
中
、
捕
虜
と
し
て
生
命
の
危
険
が
迫
る
こ
の
場
面
に
於
い
て
、
花
鳥
に
そ
の
よ
う
な
呑
気
な
設
定
を
す
る
こ
と
は
、「
平
時
な

ら
ば
」
と
い
う
限
定
付
き
と
は
い
え
、
少
々
平
和
で
安
穏
過
ぎ
る
よ
う
に
思
う
。
筆
者
は
「
花
鳥
は
平
時
は
娯
し
む
べ
き
の
物
」
と
い

う
設
定
を
「
春
望
」
詩
の
解
釈
に
用
い
た
途
端
、
詩
聖
杜
甫
が
忽
ち
市
井
の
一
凡
人
に
堕
し
て
し
ま
う
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
一
介
の

杜
甫
詩
の
愛
読
者
が
北
宋
の
碩
儒
に
苦
言
を
申
し
立
て
る
こ
と
は
蟷
螂
の
斧
で
し
か
な
い
が
、
そ
の
方
向
の
解
釈
は
本
来
の
杜
甫
詩
に

表
現
さ
れ
る
戦
時
下
に
お
け
る
花
鳥
像
と
は
相
容
れ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
）
花
と
鳥
の
対
句
に
対
応
す
る
「
之
を
見
て
泣
き
、
之
を
聞
き
て
悲
し
む
」
の
、
特
に
後
者
の
“
鳥
の
声
を
聞
く

0

0

0

0

”
と
い
う
表
現
の

淵
源
が
不
明
で
あ
る
。“
見
・
聞
”
と
い
う
成
語
に
引
き
ず
ら
れ
た
か
、
或
い
は
他
の
理
由
か
ら
か
。
鳥
は
特
性
と
し
て
“
楽
し
く
囀
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る
”
以
外
に
、
地
上
を
徘
徊
す
る
だ
け
の
人
間
と
違
い
、“
大
空
を
自
由
に
飛
ぶ
能
力
を
持
つ
。”
特
に
こ
の
場
面
は
、
本
人
は
長
安
で

捕
虜
と
な
り
、
家
族
は
北
方
に
疎
開
し
て
い
る
困
難
な
情
況
下
に
お
い
て
、
杜
甫
が
鳥
に
寄
せ
る
イ
メ
ー
ジ
は
、“
鳴
き
声
”
よ
り
も

“
自
ら
が
飛
鳥
の
よ
う
に
大
空
を
飛
ん
で
離
散
家
族
と
再
会
す
る
、
又
は
飛
ぶ
鳥
か
ら
離
散
し
た
家
族
の
何
ら
か
の
情
報
を
得
る
（
所
謂

雁
書
）”
要
素
が
強
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
「
之
を
見
て
泣
き
、
之
を
聞
き
て
悲
し
む
」
は
、「
咲
く
花
を
見
て
泣
き
、
飛
ぶ

0

0

鳥
を
見
て

0

0

0

0

悲
し
む
」
と
解
釈
す
る
方
が
、
よ
り
杜
甫
の
心
情
に
肉
薄
す
る
よ
う
に
筆
者
は
思
う
。「
憶
弟
二
首
其
二
」
詩
が
「
故
園
花
自

發　

春
日
鳥
還
飛0

」
と
表
現
す
る
の
は
有
力
な
傍
証
で
あ
る
。
対
句
と
し
て
も
“
地
に
咲
く
花
・
天
を
翔か
け

る
鳥
”
と
し
た
方
が
、
静
・

動
が
対
称
し
て
よ
り
相
応
し
い
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、
野
口
宗
親
論
文
「
杜
甫
「
春
望
」
の
驚
心
に
つ
い
て（

（1
（

」
の
以

下
の
分
析
は
正
鵠
を
射
た
も
の
と
し
て
筆
者
は
同
意
す
る
（
傍
線
は
引
用
者
）。

こ
の
聯
（
引
用
者
注
:
感
時
花
濺
涙　

恨
別
鳥
驚
心
）
に
は
従
来
「
平
素
な
ら
目
を
楽
し
ま
せ
る
は
ず
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

春
の
花
を
見
て
も
悲
し
く
な
り
、

耳
に
快
い
は
ず
の

0

0

0

0

0

0

0

鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞
い
て
も
不
安
に
な
る
」
と
い
う
解
釈
が
多
い
が
、
筆
者
（
引
用
者
注
:
野
口
）
の
感
覚
で
は
そ

う
い
う
言
葉

0

0

を
付
け
加
え
て
訳
す
の
は
、
そ
れ
は
後
世
の
人
間
の
鑑
賞
的
態
度
か
ら
言
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
当
時
の
杜
甫
の
気

持
や
詩
の
主
題
と
少
し
乖
離
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

三　

杜
甫
の
故
郷

杜
甫
の
故
郷
は
長
安
と
洛
陽
の
二
箇
所
が
挙
げ
ら
れ
る
。
長
安
南
郊
の
杜
陵
と
洛
陽
東
郊
の
偃
師
で
あ
る
。
杜
陵
は
杜
一
族
の
族
祖

た
る
三
国
西
晋
の
杜
預
（
二
二
二－

二
八
四
）
の
本
籍
地
で
あ
る
。
杜
預
は
三
国
時
代
の
武
将
、
学
者
と
し
て
名
を
馳
せ
、『
春
秋
経
伝
集

解
』
の
著
作
が
あ
る
（
他
に
杜
預
の
曾
孫
杜
遜
が
移
住
し
た
湖
北
省
襄
陽
も
杜
一
族
の
重
要
な
拠
点
で
あ
る
）。
初
唐
の
詩
人
杜
審
言
（
六
四
五－

七
〇
八
）

の
父
杜
芸
が
河
南
省
鞏
県
の
県
令
と
な
り
、
一
家
は
河
南
省
鞏
県
に
移
住
し
た
。
そ
の
子
の
杜
閑
は
杜
甫
の
父
で
あ
る
。
杜
甫
は
七
一

二
年
に
鞏
県
で
生
ま
れ
た
。「
壮
遊
」（
〇
九
五
五
）
に
回
想
さ
れ
る
青
少
年
時
代
を
経
て
、
三
十
歳
、
開
元
二
十
九
年
（
七
四
一
）
に
、
洛

陽
東
郊
の
偃
師
に
新
居
陸
渾
荘
を
築
き
、
新
妻
楊
氏
を
迎
え
る
。
後
に
先
祖
杜
預
、
杜
審
言
の
墓
も
こ
こ
に
整
備
し
た
。
杜
氏
一
族
の

拠
点
を
偃
師
に
定
め
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
三
十
而
立
、
婚
姻
と
い
う
人
生
の
重
大
事
で
あ
り
な
が
ら
、
杜
甫
の
言
及
は
甚
だ

杜
甫
詩
の
「
花
」
と
「
鳥
」
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乏
し
い
。
或
い
は
科
挙
や
任
官
に
失
敗
し
、
安
禄
山
乱
の
禍
中
に
生
活
苦
に
襲
わ
れ
た
杜
甫
が
窮
余
の
一
策
と
し
て
選
ん
だ
洛
陽
を
脱

出
し
て
中
国
西
南
方
を
流
浪
す
る
と
い
う
人
生
の
履
歴
が
、
彼
の
『
詩
経
』
詩
人
と
し
て
の
自
覚
を
覚
醒
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
三
十
歳

以
前
の
六
朝
文
学
に
倣
っ
た
習
作
の
全
否
定
に
直
結
し
、
杜
甫
が
意
図
し
て
そ
れ
ら
を
破
棄
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
証
拠
に
乏

し
い
。
関
連
資
料
と
し
て
僅
か
に
開
元
二
十
九
年
（
七
四
一
、
杜
甫
三
十
歳
）
の
記
年
を
有
す
る
「
祭
遠
祖
当
陽
君
（
杜
預
）
文（
（1
（

」
が
伝
わ
る
。

ま
た
『
杜
甫
年
譜（
（1
（

』
二
十
五
歳
項
の
「
進
鵰
賦
表
」
に
“
杜
甫
七
~
四
十
歳
の
作
品
千
余
篇
”
と
し
て
次
の
記
述
が
あ
る（

（1
（

。

杜
甫
少
作
甚
多
、
皆
不
伝
、
所
伝
者
僅
寥
寥
。（
杜
甫
の
少
き
時
の
作
は
甚
だ
多
き
も
皆
伝
は
ら
ず
、
伝
は
る
所
の
者
僅
か
に
寥
寥
た
り
。）

以
下
、『
杜
甫
年
譜
』
の
該
当
部
分
を
引
用
し
て
邦
訳
し
、
若
干
の
補
注
を
加
え
る
（
原
文
は
繁
体
字
。
引
用
は
当
用
漢
字
を
用
い
る
）。

︻
公
元
七
四
一
年
（
開
元
二
十
九
年
）
杜
甫
三
十
歳
︼
︙
由
斉
魯
帰
東
都
、
築
陸
渾
荘
于
偃
師
県
西
北
二
十
五
里
之
首
陽
山
下
。
其
地

有
遠
祖
杜
預
与
祖
父
杜
審
言
的
墳
墓
。
県
西
二
十
里
有
尸
郷
亭
。
詩
集
中
所
言
「
河
南
陸
渾
荘
」、「
故
廬
在
偃
師
」、「
土
娄
荘
」、

「
尸
郷
」、「
土
室
」
等
、
皆
指
此
一
処
。
是
年
寒
食
日
、
因
築
室
落
成
、
昭
告
遠
祖
、
作
︽
祭
当
陽
君
文
︾、
表
明
築
室
首
陽
山
之

下
而
居
、
是
“
不
敢
忘
本
、
不
敢
違
仁
”。
与
夫
人
楊
氏
結
婚
、
大
約
亦
在
是
年
。
楊
氏
為
司
農
少
卿
楊
怡
之
女
。
夫
婦
間
情
好
甚

篤
、
尤
其
在
安
史
乱
後
、
共
同
流
亡
、
艱
苦
備
嘗
、
毎
遇
短
期
分
離
、
輒
有
思
家
之
作
。
但
在
結
婚
之
始
、
能
将
新
家
安
置
於
新

築
之
陸
渾
荘
居
住
、
而
其
本
人
則
時
而
居
家
、
時
而
居
東
都
。

︻
西
暦
七
四
一
年
（
開
元
二
十
九
年
）、
杜
甫
三
十
歳
︼
︙
杜
甫
は
斉
魯
（
山
東
省
）
旅
行
か
ら
洛
陽
に
帰
り
、
陸
渾
荘
を
偃
師
県
の
西
北
二
十
五
里
（
十
二
・
五

㎞
）
に
あ
る
首
陽
山
の
山
麓
に
築
い
た
。
そ
こ
に
は
杜
甫
の
遠
祖
杜
預
や
祖
父
杜
審
言
の
墓
が
あ
る
。
偃
師
県
の
西
二
十
里
（
十
㎞
）
に
は
尸
郷
亭
が
あ
る
。
杜

甫
詩
集
に
い
う
「
河
南
陸
渾
荘
」（「
憶
弟
二
首
其
一
」
〇
二
四
八
）、「
故
廬
在
偃
師
」（「
奉
寄
河
南
韋
尹
丈
人
」
〇
〇
三
三
）、「
土
娄
（
旧
）
荘
」（
一
二
〇
五
）、

「
尸
郷
」（
〇
〇
三
三
）、「
土
室
」（
〇
〇
三
三
、
〇
三
〇
九
）
等
は
み
な
こ
の
一
箇
所
を
指
す
。
こ
の
年
の
寒
食
の
日
に
新
居
が
落
成
す
る
と
、
杜
甫
は
遠
祖
（
杜

預
）
に
対
し
て
明
白
に
告
げ
て
︽
当
陽
君
（
杜
預
）
を
祭
る
文
︾
を
作
り
、
首
陽
山
の
麓
に
居
室
を
築
い
て
住
む
こ
と
を
表
明
し
た
。
こ
れ
が
（
祭
文
に
い
う
）

“
本
分
を
忘
れ
ず
、
仁
に
違
わ
な
い
”
こ
と
で
あ
る
。
杜
甫
が
楊
氏
と
結
婚
し
た
の
は
多
分
こ
の
年
で
あ
る
。
楊
氏
は
司
農
少
卿
楊
怡
の
女む

す
めで
あ
る
。
彼
ら
夫
妻

の
愛
情
は
深
く
て
篤
く
、
と
り
わ
け
安
禄
山
の
乱
後
は
共
に
各
地
を
放
浪
し
、
共
に
辛
苦
を
嘗
め
、
二
人
が
短
期
間
別
離
す
る
よ
う
な
時
は
、
杜
甫
は
家
を
思
う

詩
を
書
い
た
。
た
だ
結
婚
の
始
め
に
は
、
新
居
を
新
築
の
陸
渾
荘
に
定
め
た
だ
ろ
う
か
ら
、
本
人
（
杜
甫
）
は
、
時
に
陸
渾
荘
に
居
り
、
時
に
洛
陽
に
居
る
と
い

う
生
活
を
し
た
か
も
知
れ
な
い（（1
（

。

中
国
文
学
論
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四　

杜
甫
の
親
族

杜
甫
に
は
四
人
の
弟
（
穎
・
観
・
豊
・
占
）
が
い
る
。
妹
や
従
弟
、
妻
や
子
供
、
更
に
各
舍
弟
の
子
女
等
を
加
え
る
と
、
杜
甫
一
族
は
相

当
な
人
数
に
な
る
が
、
当
時
や
封
建
時
代
一
般
に
お
け
る
家
族
の
在
り
方
か
ら
見
れ
ば
、
異
常
に
多
い
も
の
で
も
な
い
。
そ
の
各
人
の

履
歴
等
に
つ
い
て
は
、
明
・
邵
宝
『
杜
詩
集
註
』
巻
十
七
の
宗
族
類
に
集
中
し
て
纏
め
る
ほ
か
、
現
代
で
は
黒
川
洋
一
『
杜
甫
の
研
究
』

所
収
「
杜
甫
家
族
考（
（1
（

」、
陳
冠
明
・
孫
愫
婷
『
杜
甫
親
眷
交
游
行
年
考（
（2
（

』、
下
定
雅
弘
・
松
原
朗
編
『
杜
甫
全
詩
訳
注
』
四
、「
人
物
説

明（
（2
（

」、
二
宮
俊
博
『
津
阪
東
陽
︽
杜
詩
詳
解
︾
全
釈（
（2
（

』
等
に
詳
し
い
。

こ
こ
で
は
、
異
郷
を
流
浪
す
る
杜
甫
が
、
望
郷
・
帰
郷
の
切
実
な
思
い
と
共
に
、
別
離
も
し
く
は
消
息
不
明
の
弟
達
（
穎
・
観
・
豊
。
末

弟
の
占
は
杜
甫
に
同
行
。）
へ
「
家
長
」
と
し
て
の
篤
い
思
い
を
綴
っ
た
詩
群
に
つ
い
て
、
主
な
作
品
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

①
杜
穎
に
つ
い
て
︙
︙
杜
穎
は
杜
甫
の
す
ぐ
下
の
弟
で
あ
る
。
開
元
二
十
九
年
（
七
四
一
）、
山
東
臨
邑
県
の
主
簿
の
任
に
あ
っ
た
。

 「
臨
邑
舍
弟
書
至
~
」
詩
（
〇
〇
一
四
）
が
あ
り
、“
黄
河
が
氾
濫
し
て
堤
防
が
決
壊
し
、
自
分
は
対
策
事
務
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
（
の
で

陸
渾
荘
の
杜
甫
の
婚
姻
祝
宴
に
行
け
な
い
）”
と
い
う
書
簡
が
式
の
前
日
に
届
く
（「
尺
書
前
日
至
）」。
天
宝
十
五
載
（
七
五
六
）、
待
望
の
杜
穎

か
ら
の
書
簡
を
得
た
杜
甫
は
、「
得
舍
弟
消
息
二
首
」（
〇
一
四
九
）
を
詠
む
。
詩
中
に
「
両
京
三
十
口
」
と
あ
る
の
は
家
長
た
る
杜
甫

が
故
郷
の
長
安
（
西
京
）
と
洛
陽
（
東
京
）
に
お
け
る
杜
一
族
を
総
数
三
十
名
と
述
べ
た
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。
こ
の
詩
が
「
春
望
」
詩

の
次
に
配
列
さ
れ
、「
憶
幼
子
」（
〇
一
五
一
）
~
「
一
百
五
日
夜
対
月
」（
〇
一
五
二
）
~
「
遣
興
」（
〇
一
五
三
）
と
続
く
詩
の
配
列
か
ら

も
、「
春
望
」
詩
が
単
に
春
の
長
安
の
景
・
情
を
詠
ん
だ
の
で
は
な
く
、
戦
乱
に
よ
っ
て
家
族
が
分
離
し
た
悲
哀
を
陸
渾
荘
の
歓
楽
の

思
い
出
と
共
に
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
で
あ
ろ
う
（
更
に
「
春
望
」
の
直
前
「
元
日
寄
韋
氏
妹
」（
〇
一
四
七
）
詩
は
南
方
の
楚
に
嫁
い

だ
妹
を
詠
む
）。「
送
舎
弟
穎
赴
斉
州
三
首
」（
〇
七
八
五
~
〇
七
八
六
）
詩
は
、
山
東
斉
州
に
赴
任
す
る
杜
穎
の
送
別
詩
で
あ
る
。
中
に
「
兄

弟
分
離
苦　

形
容
老
病
催
」「
諸
姑
今
海
畔　

両
弟
亦
山
東
」
と
あ
る
。
ま
た
「
九
日
五
首
」
詩
（
一
二
〇
九
~
一
二
一
三
）
に
は
「
弟
妹

蕭
条
各
何
在
」
と
あ
り
、
弟
妹
が
分
離
し
た
苦
衷
を
述
べ
る
。

② 

杜
観
に
つ
い
て
︙
︙
杜
観
は
安
禄
山
の
乱
を
河
南
許
州
に
逃の
が

れ
た
。
杜
観
は
大
暦
二
年
（
七
六
七
）、
杜
甫
を
夔
州
に
尋
ね
る
。
そ
の

後
、
藍
田
で
新
妻
を
娶
り
、
江
陵
に
移
住
し
た
。
杜
甫
が
三
峡
の
夔
州
を
出
て
江
陵
に
向
か
っ
た
の
は
実
弟
の
杜
観
に
会
う
為
で
も

杜
甫
詩
の
「
花
」
と
「
鳥
」
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あ
っ
た
。「
乾
元
中
、
寓
居
同
谷
県
作
歌
七
首
」（
〇
三
六
四
~
〇
三
七
一
）
詩
は
、
乾
元
二
年
（
七
五
九
）、
甘
粛
同
谷
で
の
作
。
其
三
に

「
有
弟
有
弟
在
遠
方　

三
人
各
痩
何
人
強
」
と
あ
り
、
穎
・
観
・
豊
の
三
弟
を
心
配
す
る
（
杜
占
は
杜
甫
に
同
行
）。
更
に
「
得
舍
弟
観
書
、

~
」（
一
〇
九
三
）
詩
に
は
、
既
に
江
陵
に
到
達
し
、
暮
春
に
は
夔
州
で
再
会
予
定
と
い
う
杜
観
に
対
し
て
、
杜
甫
の
高
揚
し
た
気
持
を

吐
露
す
る
。「
喜
観
即
到
、
~
二
首
」（
一
〇
九
四
・
一
〇
九
五
）
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
「
遠
懐
舍
弟
穎
・
観
等
」（
一
二
九
〇
）「
続
得
観

書
、
~
」（
一
二
九
一
）
等
の
詩
に
お
い
て
、
杜
甫
は
杜
穎
や
杜
観
の
安
否
に
つ
い
て
心
配
し
、
特
に
江
陵
か
ら
当
陽
（
湖
北
宜
昌
）
に
転

居
し
た
杜
観
と
の
再
会
を
何
よ
り
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
杜
観
を
詠
ん
だ
杜
甫
詩
に
つ
い
て
は
、
二
宮
俊
博
『
津
阪
東
陽
︽
杜
律
詳

解
︾
全
釈（
（2
（

』
下
巻
「
舍
弟
観
~
喜
寄
三
首
」
詩
に
詳
細
な
訳
注
が
あ
る
。

③ 

杜
豊
に
つ
い
て
︙
︙
排
行
は
五
、
詩
中
で
は
杜
五
、
第
五
弟
等
と
呼
ぶ
。
安
禄
山
乱
を
「
江
左
」
に
避
難
し
た
が
、
そ
の
後
消
息
不

明
に
な
っ
た
。
別
に
「
第
五
弟
豊
、
独
在
江
左
、
~
」
二
首
詩
（
七
六
六
年
作
。
〇
九
七
九
・
〇
九
八
〇
）
が
あ
り
、
其
一
に
「
十
年
朝
夕

涙　

衣
袖
不
曽
乾
」
と
述
べ
、
杜
豊
と
の
再
会
を
待
ち
望
む
。「
十
年
」
は
七
五
六
年
、
安
禄
山
軍
が
洛
陽
に
闖
入
し
、
親
族
兄
弟
が

分
散
後
の
期
間
を
い
う
。「
元
日
示
宗
武
」
詩
（
一
二
八
六
）
に
「
不
見
江
東
弟　

高
歌
涙
数
行
」
と
詠
み
、
音
信
不
通
の
杜
豊
を
偲

ぶ
。
原
注
に
「
第
五
弟
漂
泊
江
左
、
近
無
消
息
」
と
。
そ
の
後
杜
甫
が
杜
豊
と
再
会
し
た
記
録
は
見
出
せ
な
い
。

④ 

杜
占
に
つ
い
て
︙
︙
杜
甫
末
弟
の
杜
占
は
杜
甫
晩
年
の
西
北
西
南
中
国
放
浪
の
旅
に
同
行
し
た
。「
舍
弟
占
、
帰
草
堂
検
校
~
」
詩

（
〇
六
九
六
。
広
徳
元
年
（
七
六
三
）
作
）
に
「
久
客
応
吾
道　

相
随
独
爾
来
」
と
述
べ
、
他
の
三
弟
が
山
東
・
河
南
・
湖
北
に
そ
れ
ぞ
れ
居

住
し
た
の
に
比
し
て
、
異
郷
を
旅
す
る
自
分
に
同
行
し
て
く
れ
る
末
弟
の
杜
占
に
感
謝
し
て
い
る
。
詩
題
は
「
舍
弟
の
杜
占
が
成
都

の
杜
甫
草
堂
に
帰
っ
て
草
堂
を
点
検
す
る
（
の
に
、
馴
染
み
の
杜
占
を
遣
わ
す
）」
意
で
あ
る
。
杜
甫
は
翌
年
梓
州
か
ら
成
都
に
赴
く
の
で
、

杜
占
の
成
都
派
遣
は
先
遣
、
露
払
い
の
意
味
を
持
つ
。
杜
甫
詩
中
、
杜
占
は
こ
の
一
箇
所
に
の
み
登
場
す
る
が
、
記
述
の
少
な
さ
は

逆
に
杜
甫
親
近
の
証
で
あ
り
、
杜
占
は
そ
れ
ま
で
と
同
様
、
そ
れ
か
ら
も
故
郷
洛
陽
に
帰
郷
す
る
長
兄
杜
甫
に
随
従
し
た
と
考
え
る
。

杜
豊
を
含
め
、
こ
れ
ら
杜
甫
の
実
弟
か
ら
の
書
簡
が
大
切
に
保
管
さ
れ
、
そ
の
動
向
が
今
日
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
流
浪
の
旅
に
同

行
し
た
末
弟
杜
占
、
ま
た
実
子
杜
宗
文
・
杜
宗
武
の
貢
献
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
杜
甫
の
「
月
夜
憶
舍
弟
」
詩
（
〇
三
〇
四
。
乾
元
二
年
（
七
五
九
）、
秦
州
（
甘
粛
省
天
水
））
作
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

戍
鼓
斷
人
行　

邊
秋
一
鴈
聲 

　

戍
鼓　

人
行
断
え　

辺
秋　

一
雁
の
声

中
国
文
学
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十
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露
從
今
夜
白　

月
是
故
鄕
明 

　

露
は
今
夜
よ
り
白
く　

月
は
是
れ
故
郷
の
ご
と
く
明
ら
か
な
り

有
弟
皆
分
散　

無
家
問
死
生 

　

弟
の
皆
分
散
す
る
有
り　

家ひ
と

の（
（2
（

死
生
を
問
ふ
無
し

寄
書
長
不
達　

況
乃
未
休
兵 

　

書
を
寄
す
る
も
長
く
達
せ
ず　

況い
わ

ん
や
乃
ち
未
だ
兵
を
休や

め
ざ
る
を
や

こ
の
詩
で
は
、
甘
粛
秦
州
（
天
水
）
を
流
浪
す
る
杜
甫
が
、
乾
元
二
年
（
七
五
九
）
白
露
（
九
月
上
旬
）
の
満
月
の
夜
、
異
郷
に
あ
っ
て
、

同
じ
く
故
郷
洛
陽
を
照
ら
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
月
光
を
浴
び
つ
つ
、
故
郷
を
偲
び
、
安
禄
山
乱
で
分
散
し
た
弟
達
に
思
い
を
馳
せ
て
い

る
。
仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
註
』
巻
一
は
、
舍
弟
を
河
南
許
州
の
杜
観
と
山
東
斉
州
の
杜
穎
に
比
定
す
る
。
い
ず
れ
も
安
禄
山
乱
の
混
乱
か

ら
避
難
し
た
。
夜
空
に
掛
か
る
満
月
を
見
上
げ
、
遠
く
離
れ
た
肉
親
に
思
い
を
馳
せ
る
構
図
は
、
中
国
詩
史
に
お
け
る
詠
月
詩
と
同
じ

で
あ
る
。
杜
甫
の
こ
の
詩
は
、
自
ら
は
遠
く
甘
粛
に
あ
っ
て
故
郷
河
南
の
消
息
不
明
の
弟
達
を
家
長
た
る
兄
と
し
て
思
い
や
っ
て
お
り
、

読
者
に
直
接
訴
え
る
迫
真
性
が
あ
る
。

そ
の
他
、
杜
甫
が
消
息
不
明
の
弟
妹
を
案
じ
た
詩
例
を
該
当
部
の
み
掲
げ
る
（
そ
の
他
の
詩
例
引
用
は
紙
幅
の
関
係
で
省
略
す
る
）。

・・
干
戈
猶
未
定　

弟
妹
各
何
之　

拭
涙
霑
襟
血　

梳
頭
満
面
糸　
（「
遣
興
」
〇
四
〇
五
）

・・
客
子
念
故
宅　

三
年
門
巷
空　
（「
遣
興
三
首
其
二
」
〇
二
三
七
）

・・
今
日
知
消
息　

他
郷
且
旧
居　

熊
児
幸
無
恙　

驥
子
最
憐
渠　
（「
得
家
書
」
〇
一
七
〇
）

以
上
を
総
合
し
て
考
察
す
れ
ば
、
杜
甫
は
河
南
~
甘
粛
~
四
川
と
放
浪
を
続
け
つ
つ
、
常
に
安
禄
山
乱
で
消
息
が
絶
え
た
一
族
弟
妹

達
の
安
否
を
心
底
案
じ
て
い
た
。
七
五
七
年
、
流
浪
の
主
因
た
る
安
禄
山
乱
の
渦
中
に
長
安
で
詠
ま
れ
た
「
春
望
」
の
解
釈
に
お
い
て

も
、
杜
甫
は
鄜
州
に
避
難
さ
せ
た
家
族
と
別
離
し
て
お
り
、「
故
園
花
自
発　

春
日
鳥
還
飛
」（「
憶
弟
二
首
」
其
二
）
詩
と
同
様
、
こ
れ
ら

の
望
郷
と
い
う
思
念
を
十
分
に
斟
酌
し
つ
つ
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
筆
者
は
改
め
て
考
え
る
。

五　

杜
甫
の
親
族
と
の
別
離
と
望
郷

流
浪
中
の
杜
甫
が
洛
陽
で
の
故
郷
や
親
族
と
の
別
離
を
回
顧
し
た
「
恨
別
」
と
題
す
る
五
言
律
詩
が
あ
る
（
上
元
元
年
（
七
六
〇
）
成
都

作
。
〇
四
二
〇
）。
杜
甫
は
こ
の
詩
に
お
い
て
、
四
川
成
都
か
ら
二
千
㎞
離
れ
た
故
郷
の
洛
陽
や
洛
陽
で
別
れ
た
親
族
に
思
い
を
馳
せ
る
。

杜
甫
詩
の
「
花
」
と
「
鳥
」
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洛
城
一
別
四
千
里 

　

洛
城
に
て
一
別
し
て　

四
千
里

胡
騎
長
驅
五
六
年 

　

胡
騎　

長
駆
し
て　

五
六
年

草
木
變
衰
行
劍
外 

　

草
木
変
衰
す
る
な
か　

剣
外
を
行
き

兵
戈
阻
絶
老
江
邊 

　

兵
戈
に
阻
絶
さ
れ　

江
辺
に
老
ゆ

思
家
步
月
清
宵
立 

　

家
を
思
ひ
て
は　

月
に
歩
み　

清
宵
に
立
ち

憶
弟
看
雲
白
日
眠 

　

弟
を
憶
ひ
て
は　

雲
を
看
つ
つ　

白
日
に
眠
る　
（
以
下
二
句
略
）

冒
頭
の
「
洛
城
一
別
」
の
「
洛
城
」
は
杜
甫
が
「
一
別
」
す
る
対
象
で
は
な
く
、「
一
別
」
し
た
場
所
を
い
う
。（
更
に
「
一
別
」
の

「
一
」
も
、
少
し
、
ち
ょ
っ
と
、
ａ
で
は
な
く
、
一
切
、
全
て
、
all 

の
意
。）
別
れ
る
行
為
は
双
方
同
じ
で
あ
る
が
、「
洛
城
に0

一
別
し

て
」
の
「
に
」
は
対
象
を
示
す
助
詞
で
は
な
く
、
場
所
を
示
す
助
詞
で
あ
る
。
訓
読
で
は
違
い
が
明
瞭
で
な
く
、「
洛
陽
の
町
に
別
れ
を

告
げ
て
」
で
も
文
法
上
は
問
題
な
い
が
、
こ
こ
は
「
洛
陽
の
町
で
親
族
一
同
に
今
生
の
別
れ
を
告
げ
て
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
即
ち
多
く

の
先
行
解
釈
と
異
な
る
が
、
別
れ
を
告
げ
る
対
象
は
洛
陽
よ
り
も
、
後
述
す
る
多
数
の
親
族
で
あ
る
と
筆
者
は
解
す
る
。
そ
う
で
あ
っ

て
こ
そ
、
詩
題
の
「
恨
別
」
の
必
死
さ
、
深
刻
さ
が
読
者
に
伝
わ
る
。「
恨
別
」
の
内
容
は
、
こ
の
時
洛
陽
で
別
れ
た
相
手
は
、「
恨
」

の
用
法
か
ら
見
て
、
そ
の
後
安
否
不
明
に
な
っ
て
い
る
恐
れ
が
あ
る（

（2
（

。
詩
題
か
ら
し
て
も
、「
別
れ
る
」
対
象
を
洛
陽
と
し
た
場
合
の
感

傷
気
分
は
「
恨
」
に
う
ま
く
接
合
せ
ず
、
対
象
が
「
弟
・
家
郷
」
で
あ
っ
て
こ
そ
、
杜
甫
の
生
死
を
掛
け
た
放
浪
の
旅
の
深
刻
さ
が
直

に
伝
わ
る
。「
家
」
は
広
く
家
郷
、
故
郷
の
意
。
洛
陽
の
陸
渾
荘
を
含
む
。「
立
」
は
呆
然
と
立
ち
尽
く
す
意
で
あ
る
。
上
掲
の
第
五
六

句
に
つ
い
て
、
贅
言
を
補
い
つ
つ
以
下
に
拙
訳
す
る
。

（
成
都
に
着
い
た
私
は
）
故
郷
洛
陽
を
思
っ
て
月
光
の
も
と
に
散
歩
し
た
り
、
清さ
や

か
な
夜
に
呆
然
と
立
ち
尽
く
し
た
り
、
消
息
不
明
の

三
人
の
弟
達
と
陸
渾
荘
で
楽
し
く
過
ご
し
た
頃
の
事
を
思
い
出
し
て
は
、
空
に
浮
か
ぶ
（
洛
陽
の
方
へ
流
れ
行
く
）
雲
を
見
つ
め
た
り
、

（
昨
夜
眠
れ
な
か
っ
た
の
で
）
日
中
に
眠
り
込
ん
だ
り
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
杜
甫
の
狂
お
し
い
望
郷
の
念
は
、
更
に
五
年
後
の
大
暦
元
年
（
七
六
六
。
杜
甫
五
十
五
歳
）
四
川
夔
州
で
詠
ん
だ
「
秋
興
八

首
其
一
」（
〇
九
八
五
）
か
ら
も
見
い
だ
せ
る
。

叢
菊
兩
開
他
日
涙 

　

叢
菊　

両ふ
た

た
び
開
く　

他
日
の
涙

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
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孤
舟
一
繫
故
園
心 

　

孤
舟　

一い
つ

に
繋
ぐ　

故
園
の
心

こ
の
詩
は
、
杜
甫
が
異
郷
で
咲
く
花
を
見
て
涙
し
た
花
を
「
叢
菊
」
で
あ
る
と
述
べ
る
。
こ
の
設
定
は
「
春
望
」
の
「
感
時
花
濺
涙
」

と
同
様
、
杜
甫
が
異
郷
の
花
を
見
て
望
郷
の
念
に
駆
ら
れ
て
流
し
た
涙
で
あ
ろ
う
。「
一
繋
」
は
、
ず
ー
っ
と
、
一
筋
に
繋
ぐ
意
。
成
都

~
長
安
の
帰
路
は
三
峡
↓
湖
北
↓
漢
陽
↓
襄
陽
↓
藍
田
↓
洛
陽
を
辿
り
、
襄
陽
に
至
る
前
半
は
水
路
で
あ
る
。
故
に
帰
路
の
前
半
は
一

艘
の
小
舟
で
帰
る
こ
と
が
で
き
る
。
杜
甫
が
四
川
夔
州
に
お
い
て
、
九
月
九
日
の
重
陽
の
節
句
に
、
群
が
り
咲
く
菊
花
を
見
て
涙
す
る

の
は
、
昨
秋
の
雲
安
に
続
い
て
二
度
目
で
あ
る
。「
他
日
」
に
お
い
て
は
「
春
望
」
詩
に
「
感
時
花
濺
涙
」
と
詠
ん
だ
如
く
、
花
を
見
て

流
涙
し
た
こ
と
も
あ
る
（「
他
日
」
は
往
時
。
直
接
に
は
夔
州
で
菊
花
に
涙
し
た
二
年
前
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
遠
く
八
五
七
年
晩
春
、
長
安
で
見
た
花
に
涙
し

た
記
憶
に
繋
が
る
で
あ
ろ
う
）。
船
着
場
に
は
杜
甫
が
帰
郷
の
為
に
購
入
し
た
一
艘
の
小
舟
が
ず
っ
と
繋
が
れ
た
ま
ま
、
そ
れ
は
故
郷
に
帰
り

た
い
と
い
う
杜
甫
の
悲
願
を
一
心
に
繋
ぎ
止
め
て
い
る
。
更
に
、
西
南
放
浪
中
の
杜
甫
が
中
原
（
洛
陽
）
に
向
か
っ
て
、
安
禄
山
乱
の
為

に
故
郷
の
弟
妹
と
別
離
し
て
再
会
も
か
な
わ
な
い
情
況
を
悲
し
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
、
津
阪
東
陽
『
杜
律
詳
解
』
下
巻
、「
詠
懐
古
跡
」

其
一
の
詳
解
文
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

蓋
悵
望
中
原
而
悲
家
鄕
弟
妹
睽
離
于
禍
亂
、
不
得
相
見
也
。

（
蓋
し
中
原
を
悵
望
し
て
、
家
郷
弟
妹
の
禍
乱
に
睽
離
し
、
相
見
る
を
得
ざ
る
を
悲
し
む
也
。）

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
故
郷
の
洛
陽
を
思
う
杜
甫
の
思
念
が
如
何
に
強
烈
で
あ
っ
た
か
を
物
語
る
。
そ
し
て
、
そ
の
故
郷
の
青
少
年
期

の
歓
楽
を
象
徴
す
る
も
の
が
、
曽
て
洛
陽
陸
渾
荘
の
春
に
咲
き
、
空
に
舞
う
「
花
・
鳥
」
に
収
斂
す
る
と
筆
者
は
解
し
た
い
。

六　

ま
と
め　

―
「
憶
弟
二
首
其
二
」
詩
を
踏
ま
え
て
「
春
望
」
詩
を
再
読
す
る
―

清
・
仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
註
』
巻
六
「
憶
弟
二
首
其
二
」
詩
は
、「
故
園
花
自
発　

春
日
鳥
還
飛
」
句
に
次
の
詩
後
注
を
付
す
る
。

花
發
鳥
飛
、
卽
濺
涙
傷
心
意
。

（「
憶
弟
二
首
其
二
」
詩
」
の
）（「
花
発さ

き
鳥
飛
ぶ
」
は
、
即
ち
「
春
望
」
詩
の
「
涙
を
濺そ
そ

ぎ
心
を
傷
め
る
」
の
意
な
り
。）

仇
兆
鰲
の
注
は
両
詩
の
密
接
な
関
係
を
指
摘
し
て
お
り
、
筆
者
に
は
心
強
い
後
押
し
で
あ
る
（「
傷
心
」
を
、「
春
望
」
詩
は
「
驚
心
」
に
作

杜
甫
詩
の
「
花
」
と
「
鳥
」
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る
）。
ま
た
仇
兆
鰲
が
「
春
望
」
詩
の
詩
後
に
引
く
「
温
公
詩
話
」
に
は
「
聞
之

0

0

而
悲
」
と
あ
る
の
を
、「
憶
弟
二
首
其
二
」
で
は
原
詩

「
鳥
還
飛
」
に
沿
っ
て
上
記
の
よ
う
に
「
鳥
飛

0

0

」
と
記
し
て
お
り
、「
花
咲
き
鳥
鳴
く
」（
鳥
鳴
=
聞
之
）
で
は
な
く
、「
花
発さ

き
鳥
飛
ぶ
」
と

書
写
し
て
い
る
事
実
も
見
逃
せ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
大
空
を
自
由
に
飛
翔
す
る
鳥
は
、
そ
れ
を
地
上
か
ら
見
上
げ
る
当
時
の
異
郷
を

さ
す
ら
う
旅
人
に
は
間
違
い
な
く
故
郷
へ
（
か
ら
）
の
何
ら
か
の
便
り
を
連
想
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
杜
甫
の
名
詩
「
絶

句
二
首
其
二
」
詩
を
挙
げ
る
（
作
詩
年
は
七
六
四
年
、
場
所
は
成
都
。
こ
の
詩
も
花
・
鳥
が
対
句
で
あ
る
）。

 
 

江
碧
鳥
逾
白　

山
青
花
欲
然　

今
春
看
又
過　

何
日
是
帰
年

 
 

（
江
碧
に
し
て
鳥
逾い
よ

い
よ
白
く　

山
青
く
し
て
花
然も

え
ん
と
欲
す　

今
春
看み
す

み
す
又
過
ぐ　

何
れ
の
日
か
是
れ
帰
年
な
ら
ん
）

こ
こ
に
点
景
と
し
て
描
か
れ
る
“
白
い
鳥
”
も
（“
今
咲
こ
う
と
す
る
花
”
も
）
単
な
る
自
然
の
風
景
で
は
な
く
、
杜
甫
に
帰
郷
を
促
す
特

別
の
風
物
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
更
に
贅
言
す
れ
ば
、
上
掲
の
短
い
「
絶
句
二
首
其
二
」
詩
に
お
い
て
、「
花
」「
鳥
」「
帰
（
郷
）

年
」
が
揃
っ
て
詠
み
込
ま
れ
る
こ
と
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
そ
の
帰
郷
先
と
し
て
、
杜
甫
の
脳
裏
に
は
若
年
の
頃
に
杜
氏
一
族
が
楽

し
く
集
っ
た
洛
陽
の
陸
渾
荘
の
記
憶
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
た
と
筆
者
に
は
思
え
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
小
稿
が
提
起
し
た
「
春
望
」
の
解
釈
を
巡
る
素
朴
な
疑
問
と
、
筆
者
な
り
に
模
索
し
た
試
み
の
解
答
を
三
点
に
ま
と
め
る
。

（
一
）
従
来
、
先
人
の
解
釈
は
動
も
す
る
と
「
春
望
」
詩
を
単
一
の
詩
篇
と
し
て
解
釈
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
見
受
け
る
が
、
詩
中
に

描
か
れ
た
花
や
鳥
、
親
族
と
の
別
離
や
望
郷
の
念
は
杜
甫
詩
の
至
る
処
に
描
か
れ
る
重
要
な
普
遍
素
材
で
あ
り
、
解
釈
に
際
し
て

は
「
春
望
」
詩
以
外
の
他
の
関
連
詩
も
顧
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

（
二
）
中
で
も
「
花
・
鳥
」
は
杜
甫
三
十
歳
時
に
洛
陽
陸
渾
荘
で
開
か
れ
た
杜
甫
と
楊
氏
の
婚
姻
を
強
く
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
杜
甫
は
そ
の
後
、
流
浪
先
で
花
や
鳥
を
見
か
け
る
と
、
故
郷
の
陸
渾
荘
で
の
歓
楽
を
想
起
し
て
屢
々
落
涙
す
る
。
杜
甫
が
「
春

望
」
を
詠
ん
だ
直
接
の
契
機
は
安
禄
山
の
乱
渦
中
の
長
安
で
見
た
花
鳥
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
春
望
」
詩
の
解
釈
に
は
、
杜
甫
が

洛
陽
陸
渾
荘
で
享
受
し
た
一
族
の
団
欒
を
彩
っ
た
花
鳥
の
記
憶
も
慎
重
に
斟
酌
す
べ
き
で
あ
る
。

（
三
）
北
宋
の
大
歴
史
家
司
馬
光
「
温
公
詩
話
」
の
「
花
や
鳥
は
平
時
な
ら
ば
歓
楽
の
対
象
で
あ
る
が
、
戦
時
の
今
は
~
」
と
い
う
解

釈
は
、
杜
甫
の
心
情
に
沿
う
と
は
言
い
難
い
一
般
鑑
賞
の
域
を
越
え
ず
、
杜
甫
詩
の
解
釈
と
し
て
は
承
服
し
難
い
。

最
後
に
、
以
上
述
べ
た
「
春
望
」
詩
に
関
す
る
解
釈
を
や
や
過
剰
に
（ 

）
内
に
補
い
つ
つ
、
筆
者
な
り
の
試
案
を
示
し
た
い
。
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春　

望 

　

 

（
安
禄
山
乱
渦
中
の
）
長
安
晩
春
の
悵
望

國
破
山
河
在　

城
春
草
木
深 

国
破
れ
て
山
河
在
り　

城
春
に
し
て
草
木
深
し

 

（
安
禄
山
乱
で
国
家
は
破
滅
し
た
が
、
自
然
の
山
河
は
変
わ
り
な
く
厳
然
と
存
在
し
、
晩
春
の
長
安
は
草
木
が
深
々
と
生

い
茂
っ
て
い
る
。）

感
時
花
濺
涙　

恨
別
鳥
驚
心 

時
に
感
じ
て
は
花
に
も
涙
を
濺そ
そ

ぎ　

別
れ
を
恨
ん
で
は
鳥
に
も
心
を
驚
か
す

 

（
私
は
戦
時
と
い
う
非
常
事
態
に
感
慨
を
覚
え
、
長
安
に
咲
く
花
を
見
て
（
曾
て
皆
と
楽
し
ん
だ
洛
陽
陸
渾
荘
の
花
を
思

い
出
し
て
）
涙
を
流
し
、
消
息
不
明
の
弟
妹
達
と
の
離
別
を
恨
め
し
く
思
っ
て
は
、（
陸
渾
荘
の
よ
う
に
空
を
自
由
に
飛

ぶ
）
長
安
の
鳥
を
見
て
も
、（
何
の
知
ら
せ
か
と
）
心
が
騒
ぐ
。）

烽
火
連
三
月　

家
書
抵
萬
金 
烽
火　

三
月
に
連
な
り　

家
書　

万
金
に
抵あ

た
る

 
（
戦
火
は
三
ヵ
月
も
続
き
、（
鄜
州
に
疎
開
中
の
）
妻
か
ら
の
手
紙
は
金
万
両
に
相
当
す
る
ほ
ど
貴
い
。）

白
頭
搔
更
短　

渾
欲
不
勝
簪 
白
頭　

掻
け
ば
更
に
短
く　

渾す

べ
て
簪
に
勝た

へ
ざ
ら
ん
と
欲
す

 

（
我
が
白
髪
を
指
で
掻
く
と
抜
け
落
ち
て
う
す
く
な
り
、（
こ
れ
で
は
科
挙
に
合
格
し
て
役
人
に
な
っ
た
と
し
て
も
簪
も
挿

せ
な
い
だ
ろ
う
。））

注

（
１
）  

松
浦
友
久
編
、
大
修
館
書
店
、
一
九
八
七
年
。
執
筆
は
宇
野
直
人
。

（
２
）  

副
題
は
「
―
続
々
・
杜
甫
詩
話
―
」。
研
文
出
版
、
二
〇
一
七
年
。

（
３
）  

四
桁
番
号
は
下
定
雅
弘
・
松
原
朗
編
『
杜
甫
全
詩
訳
注
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
六
年
）
に
よ
る
。
本
文
と
重
複
す
る
が
贅
言
を

重
ね
る
。
杜
甫
詩
に
造
詣
の
深
い
許
多
の
専
門
家
や
大
家
の
解
釈
が
多
数
既
刊
公
開
さ
れ
て
お
り
、
杜
甫
詩
が
如
何
に
多
く
の
読
者
に
愛

読
さ
れ
て
き
た
か
が
よ
く
分
か
る
。
名
篇
は
人
類
共
通
の
文
化
遺
産
で
あ
る
。
筆
者
も
杜
甫
詩
に
惹
か
れ
る
読
者
の
一
人
で
あ
る
が
、
実

は
「
感
時
花
濺
涙　

恨
別
鳥
驚
心
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、
ど
の
先
行
解
釈
を
参
照
し
て
も
ス
ト
ン
と
納
得
で
き
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
近

杜
甫
詩
の
「
花
」
と
「
鳥
」
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年
、
あ
る
事
情
か
ら
『
杜
甫
全
詩
訳
注
』
や
『
津
阪
東
陽
︽
杜
律
詳
解
︾
全
釈
』（
二
宮
俊
博
遺
著
、
二
宮
印
刷
工
房
、
二
〇
二
三
年
十
一

月
）
刊
行
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
、
幸
運
に
も　

四
川
三
峡
を
流
浪
す
る
晩
年
の
杜
甫
が
詠
ん
だ
詩
を
集
中
し
て

精
読
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
際
、
杜
甫
詩
に
「
花
」「
鳥
」「
涙
」
等
の
詩
語
が
重
出
し
、
し
か
も
そ
れ
ら
は
一
様
に
、
故
郷
の
洛
陽
・

長
安
に
別
れ
を
告
げ
て
不
帰
の
旅
に
出
た
杜
甫
が
、
流
浪
の
途
次
に
、
忘
れ
得
ぬ
洛
陽
・
長
安
や
別
離
し
た
ま
ま
の
親
族
を
回
顧
す
る
望

郷
の
詩
中
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
象
徴
的
に
重
ね
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

 

①
故
園
花
自
発　

春
日
鳥
還
飛
（
憶
弟
二
首
其
二
、
七
五
九
年
。
原
注
「
時
に
帰
り
て
河
南
陸
渾
荘
に
在
り
」。
〇
二
四
九
）

 

②
江
碧
鳥
逾
白　

山
青
花
欲
然　

今
春
看
又
過　

何
年
是
帰
年
（
絶
句
二
首
其
二
、
七
六
四
年
、
成
都
。
〇
七
五
一
）

 

③
叢
菊
両
開
他
日
涙　

孤
舟
一
繋
故
園
心
（
秋
興
八
首
其
一
、
七
六
六
年
、
夔
州
。
〇
九
八
五
）

 

具
体
説
明
は
本
文
中
に
述
べ
る
が
、
こ
の
三
詩
に
は
「
花
」「
鳥
」「
帰
」「
故
園
」（
故
郷
）「
涙
」
の
語
が
重
出
す
る
。
こ
れ
は
「
春
望
」

と
同
じ
構
図
で
は
な
い
か
。
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
三
詩
（
更
に
其
の
他
の
杜
甫
詩
）
の
分
析
か
ら
、
溯
っ
て
「
春
望
」
詩
の
世
界
を
再
考
す

る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 

以
上
、
筆
者
が
杜
甫
「
春
望
」
詩
の
再
検
討
を
思
い
立
っ
た
経
緯
で
あ
る
。
先
行
す
る
関
連
論
著
の
調
査
や
実
証
が
不
十
分
な
拙
稿
は
や

む
な
く
想
像
に
頼
っ
た
部
分
も
多
い
が
、
一
私
考
と
し
て
寛
容
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

（
４
）  

『
論
語
』
為
政
篇
。

（
５
）  

『
元
稹
集
』
巻
五
十
六
。
興
味
深
い
が
、
約
五
十
年
後
の
白
居
易
の
夫
人
も
名
門
弘
農
華
陰
の
楊
氏
一
族
出
身
で
あ
る
。
杜
甫
・
白
居
易

の
事
情
は
異
な
る
が
、
当
時
の
新
興
知
識
人
が
名
門
令
嬢
と
の
婚
姻
に
よ
っ
て
出
世
の
道
を
進
も
う
と
し
た
痕
跡
を
看
て
取
れ
る
。
宋
・

楽
史
「
楊
太
真
外
伝
」
が
楊
貴
妃
を
「
弘
農
華
陰
の
人
」
と
す
る
の
は
当
時
の
附
会
伝
説
で
あ
る
。

（
６
）  

「
語
不
驚
人
死
不
休
」（
語  

人
を
驚
か
さ
ず
ん
ば
死
す
と
も
休や

ま
ず
）。
杜
甫
「
江
上
値
水
如
海
勢
~
」（
〇
四
六
一
）
の
語
。

（
７
）  

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
五
、
天
宝
六
載
（
七
四
七
）
条
に
よ
る
と
、
玄
宗
は
天
宝
六
載
、
一
芸
に
通
じ
る
者
の
選
抜
を
李
林
甫
に
命
じ
た

が
、
選
抜
さ
れ
た
秀
才
に
よ
っ
て
我
が
悪
行
が
暴
露
弾
劾
さ
れ
る
の
を
恐
れ
た
李
林
甫
は
「
野
に
遺
賢
無
し
」
と
上
奏
し
、
あ
ろ
う
こ
と

か
受
験
生
全
員
を
落
第
と
し
た
。
こ
の
時
の
受
験
生
の
一
人
が
不
幸
に
も
杜
甫
で
あ
っ
た
。

（
８
）  

『
論
語
』
為
政
篇
。
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（
９
）  

『
杜
甫
全
詩
訳
注
一
』
人
物
説
明
。

（
10
）  

洛
陽
の
東
約
三
十
五
㎞
に
偃
師
が
あ
り
、
偃
師
の
北
北
東
約
二
十
㎞
に
鞏
県
が
あ
る
。
嵩
山
は
洛
陽
の
東
南
東
約
五
十
五
㎞
一
帯
に
聳

え
る
。
一
方
、
陸
渾
の
地
名
は
洛
陽
の
西
南
西
約
六
十
㎞
、
伊
水
沿
い
に
も
陸
渾
県
、
陸
渾
山
（
一
名
方
山
）
が
あ
る
。

 

陸
渾
荘
の
場
所
に
つ
い
て
、
陳
貽
焮
『
杜
甫
評
伝
』（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
。
上
巻
五
十
五
頁
）
は
「
陸
渾
荘
を
洛
陽
の
東
の

偃
師
県
の
西
北
十
二
、
五
㎞
に
あ
る
首
陽
山
の
麓
に
築
い
た
」
と
す
る
。『
杜
甫
大
辞
典
』
も
ほ
ぼ
同
じ
。

（
11
）  

「
温
公
」
は
、
温
国
公
の
爵
位
を
贈
ら
れ
た
司
馬
光
を
い
う
。「
続
詩
話
」
冒
頭
に
「
敢
え
て
続
け
て
之
を
書
す
」
と
。
清
・
紀
昀
『
四

庫
全
書
総
目
』
巻
一
九
五
「
続
詩
話
」
に
、「
宋
・
司
馬
光
、
欧
陽
脩
の
『
六
一
詩
話
』
に
続
け
て
作
る
」
と
。

（
12
）  

文
会
堂
書
店
、
明
治
四
十
五
年
。
後
に
平
凡
社
、
東
洋
文
庫
、
一
九
九
三
年
。

（
13
）  

前
注
（
11
）
に
同
じ
。
司
馬
光
「
続
詩
話
」（
温
公
詩
話
）
は
欧
陽
脩
「
六
一
詩
話
」
の
続
作
の
意
。

（
14
）  

『
国
語
國
文
研
究
と
教
育
』
三
十
二
号
、
熊
本
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会
、
一
九
九
五
年
十
二
月
。

（
15
）  

仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
註
』
巻
二
十
五
所
収
。

（
16
）  

四
川
省
文
史
研
究
館
編
、
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
五
八
年
。
な
お
陳
貽
焮
『
杜
甫
評
伝
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
八
十

二
頁
の
記
述
は
、『
杜
甫
年
譜
』
の
記
述
を
踏
襲
す
る
。

（
17
）  

佐
藤
浩
一
「
杜
甫
に
お
け
る
若
き
日
の
詩
―
散
逸
、
そ
れ
と
も
破
棄
」（
早
稲
田
大
学
中
国
古
籍
文
化
研
究
所
『
中
国
古
籍
文
化
研
究　

稲
畑
耕
一
郎
教
授
退
休
記
年
論
集
』
下
、
東
方
書
店
、
二
〇
一
八
年
）
は
、
こ
の
問
題
を
分
析
し
、「
流
通
の
過
程
で
散
逸
し
た
」
と
す

る
。
原
作
者
が
若
年
の
習
作
詩
文
の
清
書
を
放
棄
し
、
後
世
へ
の
伝
承
を
断
て
ば
、
そ
れ
ら
詩
文
は
自
ら
散
逸
の
道
を
辿
る
こ
と
に
な
る
。

（
18
）  

杜
甫
が
妻
へ
の
愛
情
を
示
し
た
詩
に
「
月
夜
」（
〇
一
四
一
）、「
得
家
書
」（
〇
一
七
〇
）、「
羌
村
三
首
其
一
」（
〇
一
八
五
）
等
が
あ

る
。
陳
冠
明
等
『
杜
甫
親
眷
交
游
行
年
考
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
十
六
頁
に
よ
る
と
、
杜
甫
の
妻
へ
の
呼
称
が
大
暦
二
年

（
七
六
七
）
を
境
に
、「
老
妻
」
か
ら
「
山
妻
」
に
変
更
す
る
こ
と
か
ら
、
楊
氏
は
そ
の
頃
に
夔
州
で
没
し
た
と
す
る
。「
山
妻
」
は
杜
甫
が

四
川
夔
州
で
娶
っ
た
と
す
る
現
地
後
妻
の
呼
称
。
二
宮
俊
博
遺
著
『
津
阪
東
陽
︽
杜
律
詳
解
︾
全
釈
』（
二
宮
印
刷
工
房
、
二
〇
二
三
年
十

一
月
）
上
巻
二
八
〇
頁
に
杜
甫
の
妻
楊
氏
に
関
す
る
論
著
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
引
用
文
中
に
「
寒
食
の
日
に
新
居
が
完
成
」
と
あ
る
の

は
、
寒
食
節
に
続
く
清
明
節
（
旧
暦
四
月
五
日
頃
）
に
先
祖
の
墓
参
を
す
る
中
国
古
来
の
風
習
に
よ
る
。
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の
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（
19
）  

創
文
社
、
一
九
七
七
年
。

（
20
）  

上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
。

（
21
）  
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
六
年
。

（
22
）  
二
宮
印
刷
工
房
、
二
〇
二
三
年
。
上
巻
、
二
三
八
頁
〇
二
四
詩
、
注
（
二
〇
）、
二
八
〇
頁
〇
三
一
詩
、
注
（
五
）
参
照
。

（
23
）  

二
宮
印
刷
工
房
、
二
〇
二
三
年
。

（
24
）  

「
家
」
は
住
む
家
で
な
く
、
人
を
指
し
て
い
う
一
種
の
敬
語
。
現
代
語
の
「
人
家
」「
他
家
」
の
用
法
に
近
い
。

（
25
）  

松
浦
友
久
「「
閨
怨0

詩
」
と
「
長
恨0

歌
」」（『︽
万
葉
集
︾
と
い
う
名
の
双
関
語
』
所
収
。
大
修
館
書
店
、
一
九
九
五
年
）。
原
載
は
『
月

刊
し
に
か
』
一
九
九
二
年
、
九
月
・
十
月
号
。

（
付
記
）
筆
者
は
二
十
七
年
前
、
次
に
挙
げ
る
同
趣
旨
の
拙
稿
に
お
い
て
、
未
熟
な
が
ら
問
題
提
起
し
た
。
今
回
改
め
て
再
提
出
す
る
。

 
 

「
杜
甫
『
春
望
』
詩
に
お
け
る
花
と
鳥
」（『
新
し
い
漢
文
教
育
』
二
十
二
、
全
国
漢
文
教
育
学
会
、
一
九
九
六
年
）。

 
 

後
に
『
中
国
文
学
論
纂
』（
花
書
院
、
二
〇
二
一
年
）
に
再
録
。

 
 

ま
た
、
校
正
中
の
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
七
日
に
は
中
山
大
学
中
文
系
（
中
国
広
州
）
に
お
い
て
、

 
 

「“
感
时
花
溅
泪　

恨
別
鳥
惊
心
”
―
杜
甫
︽
春
望
︾
景
情
試
探
―
」

 
 

と
題
し
て
講
演
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。
ご
招
請
い
た
だ
い
た
彭
玉
平
系
主
任
、
及
び
簡
潔
な
中
文
演
稿
の
作
成
に
尽
力
さ
れ
た
黄
冬

柏
共
立
大
学
教
授
、
全
て
の
関
係
者
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
二
号
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